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津田小学校いじめ防止基本方針  

          

１ いじめの定義といじめに対する基本的な考え方 

（１） いじめの定義 

  「いじめ」とは、児童生徒に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等、

当該児童等と一定の人間関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える

行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象とな

った児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。（いじめ防止対策推進法第２条） 

  この定義を踏まえ、個々の行為が「いじめ」に当たるかどうかの判断は、表面的・形

式的に行うことなく、いじめを受けた児童の立場に立って行うことが必要である。けん

かやふざけ合いであっても、見えない所で被害が発生している場合もあるため、背景に

ある事情の調査を行い、児童の感じる被害性に着目し、いじめに該当するか否かを判断

する。なお、いじめの判断・認知は特定の教職員のみによることなく、４．に示す「学

校いじめ防止対策委員会」を活用して行う。加えて、いじめと判断されても、その全て

がきびしい指導を要するとは限らず、次のような場合においては「いじめ」という言葉

を使わずに指導するなど、柔軟な対応による対処を行うことができる。 

  ○好意から行ったことが、意図せず相手に心身の苦痛を感じさせてしまった場合 

  ○軽い言葉で相手を傷つけたが、すぐに加害者が謝罪し、教員の指導によらずして良

好な関係を再び築くことができた場合 

  ただし、これらの場合であってもいじめに該当するため、「学校いじめ防止対策委員

会」での情報共有が必要である。 

 具体的ないじめの態様は、以下のようなものがある。  

○冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、いやなことを言われる 

○仲間はずれ、集団による無視をされる 

○軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする 

○ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする 

○金品をたかられる 

○金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする 

○嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする 

○パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷や嫌なことをされる 等 

（２） いじめに対する基本的な考え方 

本校では、大きな人間関係の問題はあまり起こっていない。しかし、些細なトラブル

から、悪口や暴言により互いに傷つけ合うことがある。また、周囲を困らせてしまうよ
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うな自己本位な言動が見られることもある。このような実態を踏まえ、「いじめはどの

学校、どの学級でも、また誰にでも起こりうるものである」という基本認識に立ち、す

べての児童が、安心・安全が保障された学校生活の中で、主体的にさまざまな活動に取

り組み、個性や能力を伸ばし、自尊感情や人権感覚を高め、いじめを許さない学校づく

りに全力で取り組んでいかなければならない。 

  そのためには、まず全教職員が、いじめを絶対許さないという強い信念をもち、いじ

めに対して共通理解を図るとともに、児童一人一人を全教職員で見守り、個々の問題や

課題を共有し、協力して取り組んでいくことが大切である。同時に、家庭、地域社会、

関係機関と連携して取り組んでいくことが重要である。特に、家庭に対しては、日常的

に情報交換を行い、信頼関係を築き、連携を深めるとともに、インターネットを通して

行われるいじめなど、いじめ防止の重要性や効果的な対処についての啓発を行っていく

必要がある。 

 

２ 児童による、津田っ子がなかよくなるためのスローガン（いじめ防止宣言） 

 ○相手の気持ちを考えて 行動しよう 

 ○進んで大きな声で 明るいあいさつをしよう 

 ○声をかけあって みんなでなかよく楽しく遊ぼう 

 

３ いじめの未然防止の取組 

  いじめを未然に防止するためには、児童一人一人の自己有用感を高め、互いに認め合

い、支え合う風土を醸成していくことが大切である。そこで、以下の事項に重点的に取

り組む。 

（１）どの子にもわかる・どの子も参加できる授業づくり 

・全教職員で共通理解を図り、基本的な学習規律の定着を図る。 

・児童が自信と見通しをもって取り組めるよう学習課題や学習の流れを明確にする。 

・ペアやグループでの活動を工夫し、授業の中に互いの思いや考えをしっかりと伝え合

う場を設ける。 

 ・ＴＴ指導教員や学習支援員などと連携を図り、個々の困り感、必要感に応じた指導を

工夫する。 

（２）認め合い、支え合う学級集団づくり 

 ・自己有用感や自己肯定感を高めるような話し合い活動、学級活動、係活動などの充実

を図る。 

 ・アンケートＱＵの検査結果を活かし、児童や学級の実態に応じた支援や学習形態など

について工夫していく。 
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（３）人権教育、道徳教育の推進 

・いじめは、相手の基本的人権を脅かす人として決して許されない行為であることを様々

な機会を通して繰り返し児童に伝えたり、児童自らいじめの問題について考える活動

を組んだりする。 

 ・「あいさつ」「言葉づかい」など人と関わる基本的な生活習慣について、職員自ら手本を

示し、ＰＴＡや地域との連携を深めながら定着を図る。 

 ・道徳的判断力を高めるよう、児童の実態に応じた題材や資料を選択した道徳の授業を実

践していく。 

（４）他を思いやり、人とつながる喜びを味わう体験活動の充実 

 ・地域の自然や文化と触れ合ったり、福祉やボランティア体験を行ったりする活動や学

習を発達段階に応じて体系的に計画・立案し、教育活動に取り入れていく。 

 ・地域講師や地域ボランティアの方を積極的に招聘し、人と触れ合いながら体験してい

く学習の充実を図る。 

 ・縦割り班活動、小中連携、保幼小連携、特別支援学校との交流等を計画的に実施して

いく。 

（５）情報教育の推進 

 ・情報モラルを含めた情報教育を低学年から系統的に行い、情報活用能力を高めるとと

もに、いじめにつながるインターネット等の影の部分を具体的に指導していく。 

 ・インターネット上のいじめは、被害者にとどまらず学校、家庭及び地域社会に多大な

被害を与え、民事上または刑事上の問題に発展する可能性があることを理解させる。 

 ・メディアに関して、常に最新の状況を把握し指導に活かすとともに、家庭にも情報を

発信し、保護者への啓発を図る。 

（６）特別な支援や配慮が必要な児童への対応 

・発達障がいを含む障がいのある児童が、いじめの対象となったり、集団への不適応を

起こしたりすることのないよう、学校全体で特別支援教育を推進し、理解・啓発を図

る。 

・海外から帰国した児童や外国人の児童、性同一性障がいや性的指向・性自認に係る児  

童、東日本大震災により被災した児童、原子力発電所事故により避難している児童

等、配慮が必要な児童については、日常的に適切な支援と周囲の児童に対する必要な

指導を組織的に行う。 

 

４ いじめ防止のための校内組織 

（１）設置 

 ・いじめ防止対策推進法２２条に基づき「学校いじめ防止対策委員会」（以下、「対策委
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員会」という）を設置する。 

（２）構成 

・対策委員会の構成員は原則として次の者とする。 

   校長、教頭、主幹教諭、教務主任、生徒指導主任、養護教諭、学年主任 

   ＰＴＡ会長、津田公民館長、スクールカウンセラー 

（３）役割 

 ・いじめの早期発見のため、いじめの相談・通報を受け付ける窓口となる。 

 ・いじめに関わる情報の収集と記録・共有を行う。 

 ・いじめ事案に対して、緊急会議を開き、情報共有、被害児童の保護、関係児童への聞

き取り、指導・支援体制や方針の決定、保護者との連携等を中核となって行う。 

 ・いじめ対応チーム（生徒指導主任、学年主任、学年部、養護教諭、スクールカウンセ

ラー）を組織し、いじめ事案に対しての具体的な対応を指示する。 

 ・いじめ防止基本方針に基づく取組の実施や年間計画の作成、修正等を行う。 

 ・いじめ問題に関する教職員の研修を計画的に実施する。 

  

５ いじめの早期発見の取組 

  いじめを早期に発見するためには、あらゆる手段を通して児童の小さな変化に気づく

こと、気づいた情報を教職員で共有すること、そして、情報をもとに速やかに対応して

いくことが大切である。そのためには、教職員がこれまで以上に、児童一人一人に目と

心を配るとともに、いじめを見抜く目を養うこと、そして、日常的に児童の様子につい

て情報交換し、共有していくことが必要である。 

（１）きめ細かな日々の観察 

・教職員が児童とともに過ごす機会を積極的に設けるよう心がける。 

・休み時間や放課後の課外活動等の中での児童の様子に目を配ったり、日記指導などか

ら交友関係の悩みを把握したりする。 

 ・「いじめ発見チェックポイント２５」を日常的に活用していくことで、いじめの早期

発見に努める。 

（２）日常的な情報交換と問題の共有化 

・些細なことでも学年主任、生徒指導主任、さらに管理職に報告・連絡・相談することで、 

情報の共有化を図る。 

・定期的な生徒指導職員会議、学年部会において、気になる児童、配慮を要する児童につ

いて共通理解を図り、共通行動がとれるようにしていく。 

・休業中に学年ごとに「子どもを語る会」を開き、学級や児童の様子や課題について共通

理解を図るとともに、次学期における対応を確認する。 
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（３）アンケートＱＵ等を活用した実態把握 

・「アンケートＱＵ」や「心のアンケート」等、客観的な資料を効果的に活用し、潜在

的ないじめにつながる実態を把握していく。 

（４）教育相談の充実 

・毎学期、定期的な教育相談期間を設け、全児童を対象とした教育相談を実施する。 

・計画的に児童理解やカウンセリングマインドなどについての研修を行い、児童理解に

関する教職員の資質を高める。 

・日常的に教職員が意識して児童に声をかけるとともに、悩みを誰にでも相談できるよ

うな環境づくりに努める。 

 ・児童から受けた相談については、迅速に対応することを全教職員で徹底する。 

 ・保護者からの相談窓口は、生徒指導主任とする。 

（５）児童・保護者への情報提供 

 ・関係機関が行っている取組について、児童・保護者へ適宜情報提供を行う。 

 ・いじめ相談電話「松江市いじめ相談電話ホッとライン」 

 ・松江市が設置している相談窓口 

 

６ いじめの早期対応 

  いじめの訴えや情報及び兆候があった時は、管理職の指示のもと、問題を軽視するこ

となく、迅速に以下の流れを基本として対応を進めていく。 
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【 対応図 ①】校内における対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いじめに関わる問題 
 

 

児童・保護者の訴えや相談、日常の観察、アンケート調査など 

 

情報を得た教職員 

関係児童保護者 

○情報報告 

○意見聴取 

学校いじめ防止対策委員会 

①状況把握、共通理解 

②調査方針、分担決定 

③調査班編成、情報収集、記録 

④調査内容の確認、共通理解 

⑤対応方針の決定、対応チーム編制 

⑥対応の点検、見直し、修正など 

⑦いじめ解消の判断 

⑧事後方針の決定、周知 

職員会議 

○周知 

○共通理解 

報告 
 

市教委 

報告 

指導･助言 

 

対応チーム 

生徒指導主任・学年主任・学年部・

養護教諭・スクールカウンセラー 

 

※対応チームは、対策委員会の指

示を受け、いじめ事案に対して

具体的に対応する。 

 

○被害児童の心身のケア 

○加害児童、関係児童（傍観者・観

衆）への指導 

○学級・学年指導 

○いじめの解消に向けた経過観察 

・いじめにかかる行為が止んでいるか 

・被害児童が心身の苦痛を感じていないか 

○保護者との連携 

 ・家庭訪問 

 ・解消に向けた見通しの提示 

 ・進捗状況に関する情報の提供 

報告 指示 

連絡･相談 

 

支援 

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 

心理の専門家 

福祉の専門家

他、関係機関 
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【 対応図 ②】ネット上のいじめに対する校内の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

  

ネットいじめの情報キャッチ 

学校いじめ防止対策委員会 

対応チームの対応 

被害児童生徒の保護者への報告 

（家庭訪問が原則） 

加害児童生徒の保護者との連携 

（保護者を交えての指導） 

管理者への削除依頼 

プロバイダーへの削除依頼 

全体への指導 （学級指導・学年集会・全校集会等） 
島根県警 

サイバー犯罪対策係へ相談 

＜警察相談電話＞ 

0852-31-9110 または #9110 

9110 

加害児童生徒への指導 

 

被害児童生徒のケア 

 

拡散状況の把握と削除 

 

 

市教委 警 察 

削除されない場合 

保護者との連携 （保護者への文書配布・PTA 役員への連絡

等） 

児童 保護者 市 民 市教委からの情報 

＜ネット上のいじめに対する校内の対応＞ 

報 告 相 談 
＜重大事態＞ 報 告 

指導・支援 指導・支援 
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【 留意点 】 

・教職員がいじめを発見または相談された場合、情報を抱え込むことは法に違反する。 

・いじめは、単に謝罪をもって安易に解消とすることはできない。いじめが「解消してい

る」状態とは、少なくとも次の２つの要件が満たされている必要がある。ただし、これ

らの要件が満たされている場合であっても、必要に応じ、他の事情も勘案して判断する

ものとする。 

① いじめに係る行為が止んでいること 

被害者に対する心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行

われるものを含む。）が止んでいる状態が相当の期間継続していること。この相当の期

間とは、少なくとも 3 ヶ月を目安とする。ただし、いじめの被害の重大性等からさら

に長期の期間が必要であると判断される場合は、この目安にかかわらず、より長期の

期間を設定するものとする。 

② 被害を受けた児童が心身の苦痛を感じていないこと 

いじめに係る行為が止んでいるかどうかを判断する時点において、被害を受けた児

童がいじめの行為により心身の苦痛を感じていないと認められること。被害を受けた

児童本人及びその保護者に対し、心身の苦痛を感じていないかどうかを面談等により

確認する。いじめが解消に至っていない段階では、被害を受けた児童を徹底的に守り

通し、その安全・安心を確保する責任を有する。 

また、「解消している」状態に至った場合でも、いじめが再発する可能性が十分に

あり得ることを踏まえ、教職員はいじめの被害を受けた児童及び加害の児童について

は、日常的に注意深く観察する必要がある。 

 

 ７ 重大事態への対応 

（１）重大事態とは 

  次の該当する事案が発生した場合は、法第 28 条第 1 項に規定する「重大事態」とし

てすみやかに対処する。事実関係が明確にされていない段階であっても、その疑いがあ

る場合は、「重大事態」として対処する。 

①いじめにより児童の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがある場合 

 ＜具体的な例＞ 

  ○児童が自死を企図した場合       

○身体に重大な傷害を負った場合 

  ○金品等に重大な被害を被った場合    

○精神性の疾患を発症した場合 
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②いじめにより児童が「相当の期間」学校を欠席することを余儀なくされている疑い 

がある場合（「相当の期間」とは 30 日を目安とするが、一定の期間、連続して欠席 

している場合は目安にかかわらず、適切に判断する。） 

（２）重大事態への対応 

校長の判断のもと、以下の手順で重大事態への対応を行っていく。 

①重大事態が発生した旨を、教育委員会に速やかに報告し、「いじめの重大事態の調

査に関するガイドライン」に沿って対応する。 

②調査の主体について、教育委員会より以下の指導を仰ぐ。 

 ・学校が主体か。 

 ・学校の設置者（教育委員会等）が主体か。 

 ・主体の構成として、第三者のみで構成する調査組織とするか。 

 ・主体の構成として、学校や設置者の職員を中心とした組織に第三者を加える体制

とするか。 

③教育委員会の指導のもと、事実関係を明確にするための調査を実施する。 

 ＜調査にあたって＞ 

 

 

 

 

 

 

 

④調査結果については、経過報告も含めて、教育委員会に報告すると共に、いじめを

受けた児童及びその保護者へ適切な情報提供をする。 

⑤対策委員会により、調査結果を踏まえた必要な措置と再発防止のための対策を講じ

る。 

  ⑥教育委員会が主体となって調査に当たる場合は、対策委員会を中心に速やかにその

調査に協力する。 

 

８ 家庭や地域との連携について 

・授業参観や学校・学年だより、ホームページ等による広報活動により、いじめ防止基

本方針についての啓発を行う。 

・人権教育や性に関する教育に関わる授業を公開することを通して、親子で人権や命に

ついて考える機会を設ける。 

重大事態に係る調査にあたっては、次の点について可能な限り明確にする。 

○重大事態に至る要因となったいじめの行為が、いつ（いつ頃から）、誰から

行われ、どのような態様であったか。 

○いじめを生んだ背景事情としてどのような問題があったか。 

○児童の人間関係にどのような問題があったか。 

○いじめに対して学校や教職員がどのように対応したか。 
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 ・連絡帳、電話、さらに必要に応じて面談や家庭訪問などを通して、児童の様子につい

て情報交換を行い、情報を共有していく。 

 ・メディアを活用する場合のルールやモラルについて啓発や研修を行い、ネットによる

いじめの防止を図る。 

 ・社会体育の指導者や地域の見守り隊の方々と定期的に情報交換を行っていく。 

 

９ 学校の取組の点検・見直し 

 ・「学校いじめ防止基本方針」やいじめ防止の取組について、ＰＤＣＡサイクルを活用

した点検や見直しを行う。 

 ・学校運営協議会との連携を図り、地域の声を積極的に生かし、地域と一体となった特

色ある「学校いじめ防止基本方針」にしていく。 

 ・学校の取組については、学校評価、及び、「いじめ問題への学校の取組振り返りシー

ト」（松江市教育委員会作成）を活用して全教職員で点検し、より充実した取組の実

施をめざす。 

 


